「大阪産(もん)戦略的輸出促進事業（拡充分）

　　　　　（国内外競合と差別化できる、付加価値の高い農産品の輸出）」に係る
最優秀提案事業者の選定結果について
１　最優秀提案事業者

事業者名：SHILO・オリコム・JA全農インターナショナル共同企業体（株式会社SHILO、株式会社オリコム、JA全農インターナショナル株式会社）
評価点　75.0点（100点満点中）※うち、価格点９点、提案金額 48,994,000円
２　選定結果の概要
（1） 提案事業者　全５者（受付順）
・Omiisay株式会社
・SHILO・オリコム・JA全農インターナショナル共同企業体（株式会社SHILO、株式会社オリコム、
JA全農インターナショナル株式会社）
・アクセンチュア株式会社
・高鮮度保持技術開発共同事業体（ミナミ産業株式会社、株式会社萬来トレーディングコンサルタント）
・有限責任監査法人トーマツ

　（２）提案事業者の評価点（得点順）
　　　・75.00点（うち、価格点　９点、提案金額　48,994,000円）
　　　・74.33点（うち、価格点　９点、提案金額　48,059,000円）
　　　・73.67点（うち、価格点　９点、提案金額　46,875,950円）
　　　・39.67点（うち、価格点　９点、提案金額　48,994,000円）
　　　・38.00点（うち、価格点１０点、提案金額　39,990,000円）
（３）最優秀提案事業者の選定理由
　　・様々な鮮度保持技術について調査・比較検討し、利用技術を選定している。
・輸出品目及びターゲット国の選定、新技術を用いた輸送試験及びテストマーケティングについて、バランスが良く、具体的に提案している。

　　・大阪における事業継続性についてよく考えられており、大阪産(もん)に対する高い見識があると感じら
れる。
３　選定委員会委員の氏名及び選任理由（敬称略、順不同、○印は議長）
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